
わ
が
国
の
狐
綴
症
研
究
に
お
い
て
、
陶
山
大
禄
の
『
人
狐
弁
惑

談
』
（
一
八
三
ハ
）
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ゞ
ヘ
ル
ツ
の
「
狐
懸
病
説
」
（
一
八

さ
か
え

八
五
）
お
よ
び
門
脇
真
枝
の
『
狐
懸
病
新
論
』
（
一
九
○
二
）
で
あ

る
。
江
戸
期
に
は
精
神
疾
患
を
代
表
し
て
い
た
か
の
狐
葱
症
は
明
治

期
に
は
い
っ
て
そ
の
数
を
激
減
さ
せ
、
今
で
は
ご
く
ま
れ
と
さ
れ

る
。
だ
が
、
わ
た
し
は
荒
川
区
に
お
け
る
精
神
科
外
米
で
狐
愚
症
を

呈
し
た
忠
者
を
二
年
間
に
二
名
み
て
お
り
、
日
本
人
の
精
神
症
状

構
成
に
お
い
て
狐
懸
症
は
今
も
一
定
の
意
義
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
狐
想
症
研
究
史
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
明
治
期
に

は
お
お
く
「
狐
想
病
」
の
名
が
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま

な
精
神
疾
患
に
ゑ
ら
れ
る
動
物
愚
き
も
の
あ
る
い
は
動
物
変
形
妄
想

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
狐
愚
症
」
の
名
を
用
い
る
。

狐
遍
症
に
つ
い
て
は
、
『
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
』
第
四
巻

狐
瀝
症
研
究
小
史

ｌ
Ｅ
・
ベ
ル
ッ
、
島
村
俊
一
、
呉
秀
三
１

岡

田

靖
雄

（
一
九
七
八
）
中
の
「
わ
が
国
の
精
神
疾
患
史
の
点
描
」
で
概
観
し
、

ま
た
『
呉
秀
三
著
作
集
』
第
一
巻
（
医
史
学
篇
）
に
い
れ
た
「
狐
一
一

関
一
〈
ル
載
籍
ノ
稽
孜
」
へ
の
解
説
で
い
く
つ
か
の
問
題
を
指
摘
し

た
。
こ
こ
で
は
、
新
資
料
を
も
い
れ
て
、
明
治
期
に
お
け
る
研
究
の

跡
を
た
ど
り
た
い
。

一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
の
『
東
京
医
事
新
誌
』
に
土
佐
出
身

の
江
澤
圭
磨
が
犬
神
愚
き
の
一
例
を
投
書
し
て
そ
の
説
明
を
も
と
め

た
こ
と
に
対
し
、
大
学
医
学
部
に
在
学
中
の
小
池
正
直
が
教
師
弁
氏

の
意
見
を
も
と
め
た
と
こ
る
弁
氏
は
犬
神
附
き
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古

史
に
い
う
悪
魔
愚
き
と
「
分
寸
之
ト
異
ナ
ル
ナ
」
．
様
ノ
写
真
絵

ノ
加
シ
」
と
い
っ
て
、
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
氏
精
神
病
学
書
中
の
「
怪

憂
狂
」
ロ
画
の
日
。
旨
？
旨
：
国
ｇ
ｏ
一
計
の
と
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ
う

小
池
に
噸
し
た
。
二
症
例
を
ふ
く
む
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
↑
《
貝
。

層
四
号
Ｏ
庁
哩
①
巨
ご
ｇ
弓
胃
箇
皀
の
号
毘
扉
君
臣
胃
胃
邑
〆
厨
昌
匡
凰
冒
］
〕
〕

（
一
八
六
一
年
初
版
）
か
ら
の
、
小
池
に
よ
る
紹
介
は
同
年
の
同
誌
に

の
っ
て
い
る
。
他
地
に
も
類
似
の
病
症
の
あ
る
こ
と
が
、
同
誌
上
に

つ
づ
い
て
投
書
さ
れ
た
。
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
一
月
二
六

日
、
二
七
日
の
『
官
報
』
の
「
学
事
」
欄
に
の
っ
た
ベ
ル
ッ
の
「
狐

懲
病
説
」
の
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
江
澤
報
告
で
あ
る
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〆
（
ノ
Ｏ

も
っ
と
も
本
格
的
な
、
そ
し
て
現
場
で
の
狐
愚
症
研
究
は
、
当
時

帝
国
大
学
医
科
大
学
助
手
・
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
で
あ
っ
た
島
村

俊
一
が
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
七
月
八
日
に
東
京
を
た
ち
、

同
二
三
日
か
ら
翌
月
二
九
日
ま
で
島
根
県
に
滞
在
し
九
月
二
日
に
帰

京
す
る
な
か
で
、
三
四
名
を
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
「
島
根
県

下
狐
懸
病
取
調
報
告
」
で
、
こ
れ
は
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
館
六

巻
・
第
七
巻
に
の
っ
た
。
烏
村
の
報
告
例
は
人
狐
遍
き
二
九
、
犬
神

懸
き
二
、
狸
葱
き
一
、
野
狐
愚
き
二
で
、
う
ち
一
五
名
は
ヒ
ス
テ
リ

ー
狂
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
愚
き
も
の
症
に
つ
い
て
の

最
近
の
論
文
で
は
こ
の
烏
村
論
文
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
奇
濫
で
、
わ
が
国
の
精
神
医
学
の
歪
朶
の
一
端
を
し
め
し
て
い

る
。

は
じ
め

榊
俶
は
一
八
九
三
年
に
《
《
産
。
胃
８
昌
胃
。
且
⑦
》
〕
（
狐
渥
病
）
の
名
を

提
唱
し
た
。
今
回
小
川
鼎
三
先
生
が
閲
覧
を
ゆ
る
さ
れ
た
呉
秀
三
編

の
写
本
『
奇
談
集
』
仮
題
は
、
狐
遍
症
を
呈
し
た
二
症
例
と
の
問
答

（
臨
床
講
義
か
）
を
の
せ
て
い
る
が
、
問
診
し
て
い
る
の
は
榊
教
授
ら

し
い
。門

脇
の
『
狐
遍
病
新
論
』
は
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
に
入
院
し
た
狐

愚
症
あ
る
患
者
二
三
名
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
持
ち

筋
と
さ
れ
る
家
が
存
在
す
る
地
方
に
多
発
す
る
こ
と
が
わ
が
国
の
狐

遇
症
の
特
徴
で
あ
る
が
、
門
脇
論
文
は
患
者
の
出
身
地
や
持
ち
筋
と

の
関
係
を
述
べ
て
い
な
い
点
は
は
な
は
だ
不
備
で
あ
る
と
は
い
え
、

東
京
の
精
神
科
病
院
に
入
院
し
た
患
者
巾
に
も
狐
愚
症
を
呈
す
る
人

が
か
な
り
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

狐
遍
症
に
対
す
る
呉
秀
三
先
生
の
最
初
の
関
心
を
し
め
す
「
狐
二

関
ス
ル
載
籍
ノ
稽
孜
」
は
、
主
と
し
て
蔦
舎
主
人
の
『
霊
獣
雑
記
』

に
よ
っ
て
い
る
。
同
じ
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
に
先
生
は
『
芸

術
医
事
」
誌
上
に
何
号
か
に
わ
た
り
、
ヨ
タ
ウ
ビ
ャ
ウ
』
及
犬
神
一
一

関
ス
ル
見
聞
文
書
及
各
家
ノ
実
験
ノ
寄
贈
ヲ
実
望
ス
」
の
広
告
を
の

せ
て
い
る
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
尼
子
四
郎
ほ
か
が
よ
せ
た
二
通
の

文
言
を
わ
た
し
は
も
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
は
前
記
「
わ
が
国
の
精

神
疾
患
史
の
点
描
」
に
紹
介
し
た
。
こ
の
ま
え
一
八
九
四
年
に
出
さ

れ
た
『
呉
氏
精
神
病
学
集
要
』
前
編
は
、
「
証
候
通
論
」
中
の
「
妄
想

ノ
種
類
」
の
と
こ
ろ
で
、
「
狐
愚
証
琶
。
胃
８
昌
胃
ｏ
豆
の
（
普
冨
ｇ
」

に
つ
き
二
・
ヘ
ー
ジ
あ
ま
り
記
述
し
て
い
る
。
一
八
九
七
年
に
先
生
は

山
口
・
広
島
・
島
根
三
県
下
で
狐
愚
症
に
つ
き
調
査
し
た
よ
う
で
あ

る
が
、
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
「
日
本
一
一
於
ケ
ル
精
神
病
学
ノ
歴
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史
」
（
一
九
○
三
）
は
、
片
倉
鶴
陵
に
よ
っ
て
狐
愚
症
例
の
詳
し
い
紹

介
を
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
い
く
つ
か
の
と
こ
ろ
で
狐
瀝
症
に
ふ

れ
、
前
記
『
奇
談
集
』
も
ほ
か
に
お
お
く
の
文
献
を
あ
つ
め
て
い
る

が
、
実
験
し
た
狐
想
症
例
に
つ
い
て
の
本
格
的
論
文
を
呉
先
生
は
か

か
れ
て
い
な
い
。

（
荒
川
生
協
病
院
）

吉
雄
種
満
（
一
八
三
八
’
一
八
八
二
）
の
訳
し
た
「
纈
帯
彙
編
」
は

明
治
七
年
三
月
に
官
許
を
得
な
が
ら
、
明
治
十
二
年
九
月
十
五
日
に

よ
う
や
く
東
京
須
原
屋
か
ら
出
版
し
て
い
る
。

五
冊
（
第
一
冊
三
五
丁
六
図
、
第
二
冊
二
四
丁
六
図
、
第
三
冊
二
七
丁
十

一
図
、
第
四
冊
十
八
丁
十
二
図
第
五
冊
図
版
）
か
ら
な
る
。
例
言
に
は

「
維
新
以
降
洋
学
ノ
隆
盛
前
時
一
一
超
出
ス
ル
ハ
天
下
ノ
知
ル
所
ナ
リ

即
チ
書
学
ノ
如
キ
窮
理
分
析
解
剖
生
理
病
理
ヨ
リ
内
外
諸
科
学
ノ
学

日
二
講
シ
月
二
明
二
精
妙
皆
至
し
り
、
而
シ
テ
諸
科
ノ
謹
言
モ
亦
多

シ
独
り
繩
帯
ノ
ー
科
世
ソ
ノ
書
一
一
乏
ク
其
業
ヲ
講
ス
ル
モ
亦
従
テ
便

ナ
ラ
ス
、
予
西
洋
一
千
八
百
六
十
九
年
刊
行
濁
逸
国
一
等
軍
書
ゴ
フ

レ
ス
氏
著
ス
処
「
フ
ル
バ
ソ
ド
、
エ
ソ
フ
ル
バ
ン
ド
、
イ
ン
ス
ト
リ

ュ
メ
ン
ト
」
ノ
害
ヲ
漬
ム
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
る
。
原
著
者
の
ゴ

日
本
に
お
け
る
包
帯
の

歴
史
に
関
す
る
研
究

㈲
「
繍
帯
彙
編
」
の
原
典

蒲
原
宏

(115）209


